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あるいは 86 個，ジエチニルベンゼンユニット 4 個，DBM の合成について述べている o すなわち，第二章では，
合成することに成功している。合成経路や反応条件を詳細に検討することにより，個で構成された DBM を，
DBM 分子の会合に起因する特異な性質について述べている o すなわち，溶液中での会合挙動につい第三章では，





さらに DSC分析による予備的研究から，数種の DBM は固相あるいは液晶相においの液晶になることを見出した。
てプタジイン部の熱的なトポケミカル重合を行う可能性があることを明らかにしている。
環の内部にシアノ基をもっ DBM はトロピリウムカチオンやグアニジニウムカチオンなどの比較的大きな陽イオン












(1) ジエチニルベンゼンユニットが 4 個， 6 個，あるいは 8 個で構成された DBM の，選択的な合成法を確立した。
(2) 環の周囲にエステル基をもっ DBM が溶液中で π 一 π相互作用により二量化することを明らかにした。
(3) 環の内部にシアノ基をもっ DBM はシアノ基をもたない DBM と π 一 π 相互作用によりヘテロ会合し，多量体
を形成することを明らかにした。
(4) 凝縮相では，長鎖アルキルエステル基をもっ DBM のいくつかがディスコイドネマティック相の液晶になること
を見出した。さらに DSC 分析による予備的研究から，数種の DBM は固相あるいは液晶相においてブタジイン部の
熱的なトポケミカル重合を行う可能性があることを明らかにした。
(5) 環の内部にシアノ基をもっ DBM は比較的大きな陽イオン性分子(トロピリウムカチオン，及びグアニジニウム
カチオン)と 1 : 1 錯体とともに 2 : 1 錯体(ホスト:ゲスト)を形成することを見出し，これらの会合定数を決定
した。さらに，分子軌道計算に基づいて会合の駆動力について検討した。
以上の様に，本研究は，新規な大環状分子の創成と，その特異な構造に由来する新しい機能の解明を行ったもので
あり，機能性材料の分子設計や， ~~~、分子間相互作用に関する多くの知見を含んでいる。これらは，今後の機能性材
料の開発や超分子化学の発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士(理学)の学位論文として価値のあ
るものと認める。
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